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看護学生にみる生活習慣に関する自己認知と生活記録との関係
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　生活習慣は，人の健康に対し大きい影響を与える。特に，成人病においては生活習慣が遺伝素因とともに

大きな発症要因として働いている。健康調査では，多くの場合，生活習慣の把握は問診により得られるが，

問診応答は応答者の主観的認知に基づいており，それがどの程度，実際の生活状況実態を表しているのかを

把握しておく必要がある。本研究では，問診票により得られる情報としての日常生活習慣と，観察により得

られた記録との関係を照合した。また，日常生活習慣はそれぞれに関連しあっているので，相互の影響程度

を併せて検討した。

　年齢18歳～23歳の健康な看護系女子学生98人を被検者とした。調査は2段よりなる。第1段は，身体状況

および生活習慣に関する15項目の問診への応答，第2段は10日間の自己生活記録である。7日間連続の記録

が得られた被検者64人（98名中65.3％）について解析した。

　1)　「よく眠れる」あるいは「寝付きの良しあし」の自覚的な睡眠の質の状況認知は，入床あるいは起床

時刻よりも睡眠時間によってより左右されることがわかった。また，夜間覚醒の有無は問診により得られた

応答が実際の状況をよく表していた。

　2)　排泄に関する身体状況認知に関しては，7日間の排便回数と便秘応答とは関連がみいだされたが，下

痢応答ではみられなかった。

　3)　食行動については，朝食および間食の摂取応答は，その応答群別の摂食回数に有意差がみられ，回数

の多少の程度は実態を反映していた。しかし，間食に関しては「時々」あるいは「間食しない」と応答した

群の週当たり間食回数が6.1回と必ずしも実態を表していなかった。

　4)　生活状況相互の影響については，睡眠，朝食摂取，排泄状況の間に相互の関連性がみいだされた。
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